

































以下､1節で ｢のだ｣と ｢チャ｣｢ト｣の対応関係についてまとめ､2節で ｢チャ｣｢ト｣
の共起関係について整理する｡その後､3節で本論文で参考にする研究についてまとめ､
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(7)私 tの/*ト)は机の上にあります｡ 【格助詞 (下の体言の省略)】
(8)私が買った ‡の/*ト)は辞書です｡ 【準代名助詞】
(9)私が辞書を買った その/*ト)を知っていますか｡ 【狭義準体助詞 (文中)】
(10)辞書を買った iの/ ト) 0 【狭義準体助詞 (文末)】
共通語の場合､｢の｣に ｢だ｣の後接したものが ｢のだ｣なのであるが､宮崎方言には共
通語の ｢だ｣に相当する断定辞 ｢ジャ｣がある｡この ｢ジャ｣が ｢ト｣に後接し､｢ト
ジャ｣となったものが ｢チャ｣に変化したのではないかと思われる｡つまり､宮崎方言の














(13)今日､午後から雨が降る iッチャ/ ト) ｡ (作例)











かを整理する｡ ｢行く｣という動詞を例に以下の [表 1][表2]に示す｡
[表1]｢チャ｣の形態
後按形式め -ナイ -タ
前 ‡ ¢ イクーツチャ イクーツチャナイ イクーツチャツタ
揺形式 -ナイ イカン-チャ イカン-チャナイ イカン-チャツタ
[表2] ｢ト｣の形態
後按形式
め ≡ -ナイ 一 夕











また､｢のだ｣と同様､命令文 ･依頼文 ･禁止文 ･勧誘文には ｢チャ｣｢ト｣は使われな
い｡
(17)あれが大阪大学 iなんだ/なの/ヤッチャ/ヤ ト) C 【平叙文】 (作例)
(18)明日行く i*んだ/の/*ッチャ/ ト〉 千EYES-NO疑問文】 (作例)
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(19)どこ-行く iんだ/の/*ッチャ/ ト)† 【疑問詞疑問文】 (作例)
(20)*早く行け ‡んだ/の/ッチャ/ ト) 0 【命令】 (作例)
(21)*先に行って ‡んだ/の/ッチャ/ 卜) ｡ 【依頼】 (作例)
(22)*あそこは行くな ‡んだ/の/ッチャ/ ト) ｡ 【禁止】 (作例)












班)｢のだ｣の意味 ･機能をスコープの ｢の (だ)｣とムー ドの ｢のだ｣とに大きく二分
する｡ 野田 (1997:20)
Ⅳ)ムー ドの ｢のだ｣は､｢対審的｣か ｢対人的｣かという点と､｢関係づけ｣か ｢非関係
づけ｣かという点から､更に四つに分類される｡ 野田 (1997:67､71)
ここで本論文では､｢スコープ｣｢対事的ムー ド｣｢対人的ムー ド｣の観点が ｢チャ｣
｢ト｣の機能を分析する際に重要になると思われるため､野田 (1997)の枠組みを参考に
して ｢チャ｣｢ト｣の分析を行う｡以下､野田 (1997)で示された枠組みのうち､3.1.





























ムー ドの ｢のだ｣は [表3]で示すように二つの軸によって四つに分けられている｡
[表3〕ムー ドの ｢のだ｣の分類
対審的ムー ドの ｢のだ｣ 対人的ムー ドの ｢のだ｣
関係づけ Pの事情 .意味として Pの事情 .意味として
.Qを把握する (30) Qを提示する (32)


























(35)そうか､このスイッチを押す くんだ/*の) 0 【対事的 非関係づけ】
(36)私､明日は来ないよ｡用事がある ‡んだ/の) 0 【対人的 関係づけ】
(37)このスイッチを押す ‡んだ/の) !【対人的 非関係づけ】
以下､4節で ｢のだ｣の機能と対比することで ｢チャ｣｢ト｣の異同について見ていく｡
4. ｢のだ｣と ｢チャ｣｢卜｣の異同















(40) (悲しいから泣いてるッチャナィ ｡ )
[嬉しくて泣いてる] (んだ/*ッチャ/ ト)0 (野田1997)
(41) (智子に言ったッチャナイ)





(42)嬉しくて泣いてる ‡*ッチャ/ ト)｡ (野田1997)
(43)幸子に言った (*ッチャ/ ト)o (野田1997)
しかし､スコープの ｢のだ｣の解釈しか許されない ｢枠組み固定文｣や ｢～のは～の
だ｣の文においても ｢卜｣に自然に置き換えることができるO
(44) [価値があるものだから交換される] Ⅰのではない/ッチャナイ)0
[交換されるから価値がある] 〈のだ/*ッチャ/ ト) ｡ (野田1997)
































時間帯とか関係なし てなんだ/*なの/ヤッチャ/*ヤ ト)D (談話2)








対審的 ｢のだ｣は ｢のだろう｣という推量の形をとるが､これに対し､ ｢チャ｣も
｢チャロウ｣という推量形がある｡
(55)この部屋にきっと誰かが入った 〈んだろう/ッチャロウ) ｡ (作例)
(56)あの子もあの子なりに考えてる ‡んだろう/ッチャロウ)｡ (談話 1)
また､｢のだ｣は ｢のだった｣という形をとる｡これについて野田 (1997)は ｢のだっ
た｣は ｢のだ｣のタ形であるが､ ｢のだ｣で表される話し手の心的態度が過去に存在した
ことを示したとは限らず､独自の機能をもっている (p.89)としている｡野田 (1997)に
よると､この ｢のだった｣は ｢想起｣ ｢後悔｣の対審的ムー ドの用法をもつ 6)oそして
｢チャ｣のタ形である ｢チャッタ｣は ｢のだった｣と置き換えることができる｡
(57)今日で､もう終わりにする (んだった/ッチャツタ) ｡ 【想起】
(野田1997)
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命令の場合に用いられるものであり､(68)～(70)等の ｢のだ｣は､そのような強調のニュ
アンスが薄れて､軽く用いられたものだとしている｡
(59)私､明日は来ないよ｡用事がある ‡んだ/の/*ッチャ/ ト) ｡ (野田1997)
ささ
(60)咲いないよ｡旅行に行った (んだ/の/*ッチャ/ ト)｡ (野田1997)
(61) a:いつ帰ってくるの?
b:3時に出るから､6時くらいには帰ってくると思う (んだ/の/*ッチャ








a:会う ‡んだよ/の/*ッチャ/ 卜) ｡今日､これから｡ (野田1997)
(65)ジロー君､車に気をつける (んだよ/の/*ッチャ/ ト) ｡ (野田1997)
(66)立て !.立つ (んだ/の/*ッチャ/ ト) !.ジョー ! (松丸1999)
(67)大人は働かなきゃ Iいけないんだよ/いけないのよ/*イカンチャ/イカン
ト) ｡ (野田1997)















[表4] ｢のだ｣と ｢チャ｣ ｢卜｣
.チ ャ ト
スコープの ｢のだ｣ 肯定文 × ○
否 定文 ∈ ○ ×
ムー ドの ｢のだ｣ 】対審的 ｢のだ｣ 【 ○i ×
○:置き換え可 ×:置き換え不可
ここから ｢チャ｣と ｢ト｣の意味 ･機能は相補的な関係にあることがわかる｡つまり､
｢のだ｣の機能のうち､否定文のスコープ機能と対事的ムー ドの機能を ｢チャ｣が､肯定
文のスコープ機能と対人的ムー ドの機能を ｢ト｣がもっているのであるOまた､ムー ドの
用法について詳しく見てみると､共通語の場合､3.2.で述べたように､｢のだ｣は対事




文末詞が後按すると肯定文のスコープの ｢のだ｣や対人的ムー ドの ｢のだ｣との置き換え
が可能となる場合がある｡これについては5節で詳しく述べる0
5.チャ+文末詞


















旅行に行った ‡んだ/ッチャワ/*ッチャ (ジ/ガ))｡ (野田1997)
(73)a:いつ帰ってくるの?
b :3時に出るから､6時くらいには帰ってくると思う (んだ/ッチャワ/
*ッチャ (ジ/ガ))｡ (談話 1)
(74) (アメリカでのホームステイの体験談)
食事の時間にみんなはあんまり食べない｡何かめちゃくちゃ間食する (んだ
/ッチャワ/*ッチャ (ジ/ガ))｡ (談話 1)
これに対し､非関係づけの ｢のだ｣の場合､文末詞を後接した ｢チャ｣と置き換えること
ができる場合とそうでない場合とがある｡
(75) (母親に向かって)今日は絶対徹夜する (んだ/*ッチャ (ワ/ジ/ガ))0
(松丸1999)
(76)a:会おうよ｡





(78)立て !立つ tんだ/*ッチャ (ワ/ジ/ガ)) !ジョー 事 (松丸1999)




















































の ｢チャワ｣の用法を ｢前後文脈とのつながり｣とする｡また､｢チャワ｣は ｢チャ
ワ-｣と ｢ワ｣が長音化することもある｡
(i) ｢チャジ｣











b:いい ‡んだ/ッチャガ)､いい (んだ/ッチャガ) ｡ (野田1997)






(90) (母親に向かって)今日は絶対徹夜する ‡んだ/*ッチャ (ワ/ジ/ガ))O
(松丸1999)






































(95) (智子に言ったんじゃないO)章子に言った ‡んだ/ッチャジ/ ト) 0
(野田1997)
(96) [価値があるから交換される] ‡のではない/ッチャナイ) 0
[交換されるから価値がある] そのだ/ッチャジ/ ト) ｡ (野田1997)





























いるものは ｢です旦｣ ｢ます92｣のように用いられた ｢の｣であり､これは ｢のだ｣と置
き換えることはできない｡よって､厳密に言うと､Dの段階に位置づけられるものは ｢の
だ｣ではなく､その変異体である ｢の｣あろう｡












D c B [亘] チャ チャ トー概言の助威詞+チャ






(a)宮崎方言の ｢チャ｣は ｢のだ｣に､｢ト｣は文末に生起する狭義準体助詞の ｢の｣に










置づけられ る｡また､ムー ドの用法の うち､対事的ムー ドの ｢チャ｣はCの段階の うち､
Bの段階に近い ところに位置づけられ､対人的ムー ドの ｢チャ｣｢ト｣はCの段階に位置
づけられ るoただ し､対人的ムー ドの ｢チャ｣の場合､文末詞の後援が必須である｡
なお､本論文では ｢チャ｣に後援する文末詞について簡単な説明を施 しただけであったC
このため､対人的機能をもつ ｢チャ+文末詞｣についての分析が不十分だったと思われる｡
また ｢チャ1-文末詞｣ と ｢ト｣の違いは現段階では明 らかでない｡以上のことについては
今後の課題 として追究 していきたい｡
1) ｢の｣ ｢んだ｣を含む｡
2) 談話 1:中高生女子と30代女性 (宮崎市､佐土原町､綾町生え抜き)
談話2:22歳女性 (宮崎市生え抜き)と筆者
3) 例文については､参考文献中からの引用であるものを (野田1997)のように､筆者自身の作例
















も ｢非関係づけ｣としているOこのため､ ｢非関係づけ｣のものであっても ｢後続する発話内
容に関連がある｣ものが出てくると思われる｡
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